
あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2015. 2 月号

 博物館文化祭

－サークル活動展示・発表－
　今年も博物館を舞台にさまざまなサークル活動の成果を発表する、博物館文化祭を開催いたします。
博物館では市民の皆さんと一体になって、調査・研究・展示といった、博物館活動に日々取り組んでいます。
その基盤となっているのは、博物館の各分野で活動している年間会員制の行事です。今回の文化祭では、
１１のサークルが日頃学芸員と協働して活動してきた成果をご紹介します。ぜひご覧ください。

13:00 ～ 13:05
開会あいさつ 石井正一 博物館文化祭実行委員

13:05 ～ 13:30
　　①市内の大山道周辺の石仏～南原 ・中原 ・豊田地区を中心に～ 露木正巳 石仏を調べる会

13:30 ～ 13:55
　　②クスノキ　くすくす物語 天羽輝彦 展示解説ボランティア

13:55 ～ 14:20
　　③生活の記録を次代へ 杉園佐智子 聞き書きの会

14:20 ～ 14:35
休　憩

14:35 ～ 15:00
　　④２０１４年の天体観察会 田中匠、伊藤美由紀 天体観察会

15:00 ～ 15:25
　　⑤歩く ・ 見る ・聞く―小田原の漁業― 棚橋光男 民俗探訪会

15:25 ～ 15:30
閉会あいさつ 澤村泰彦 博物館長

サークルの日ごろの

活動成果を発表します。

お囃子研究会

「初心者のための太鼓教室」
「印場」という曲を練習し、民家で披露していただきます。

　2月 7日（土）午後 1時３０分～午後３時３０分

　　場所：相模の家、講堂　参加：自由

天体観察会

「太陽黒点の観察」
　望遠鏡で太陽を投影して観察します。昼間の星にもチャレンジ。

  2 月 8日（日）午前 10時～ 12 時 ( 悪天候中止 )

　　場所：博物館屋上　参加：自由

2 月 8日（日）
午後 1時～

場所：講堂
参加：自由

実演
イベント

活動
報告会

展示解説ボランティアの会

「クスノキ　くすくす物語」
　特別展示室で展示解説ボランティアの会の展示について、解説します。

　期間中の土・日曜日　午前 10 時～、午後 3時～　各 30 分程度　　場所：特別展示室　参加：自由

展示

第１６回

【展示期間】　平成 27年 2月 1 日 ( 日 ) ～ 2 月 15 日 ( 日 )

【展示参加サークル】　 お囃子研究会　神奈川キノコの会　聞き書きの会 

相模川の生い立ちを探る会　植物誌調査会湘南ブロック　石仏を調べる会 

展示解説ボランティアの会　天体観察会　東国史跡踏査団　民俗探訪会　星まつりを調べる会

- 1 - 



アクアマリン星空コンサート
　星空を題材に歌う音楽ユニット・アクアマリン（ヴォーカル：Sachiko、キーボード：ミマス）が 5 年ぶり

に平塚市博物館に帰ってきます！　満天の星や迫力ある宇宙の映像の下、彼らの音楽に浸ってみませんか？

アクアマリン星空コンサート

日時：2015 年 2 月 13 日（金）　① 14 時～　／　② 19 時～　（各回 90 分程度）

会場：博物館 3 階　プラネタリウム室

料金：200 円（18 歳未満 65 歳以上無料）

申込：1 月 30 日（金）10 時より電話申込

定員：各回 60 人　先着順

＜アクアマリン・プロフィール＞
ヴォーカルの Sachiko とキーボー
ド・作曲・作詞のミマスによる音
楽ユニット。 代 表 曲に、 全 国 の
小学校で 合唱曲として歌われる

「COSMOS」などがある。1998 年
結成、これまでに 7 枚の CD をリ
リースしている。

プラネタリウム新番組　星空はタイムマシン

☆演奏予定曲☆
COSMOS
地球星歌
こいぬの涙
家族写真

など

　あなたが「今」見ている太陽・月・夜空の星たち…それらは「今」の姿ではありません。実は「過去」の姿

なのです。「今」見ているのに「過去」が見える？　夜空では、宇宙では、そんな不思議なことが起こるのです。

　そして、遠くの天体を見るほど「昔」が見えます。38 万 km 離れた月は 1.3 秒前、1 億 5000 万 km 離れ

た太陽は 8 分前、8.6 光年離れた　　　　　　　　　　　おおいぬ座のシリウスは 8.6 年前…。1 億光年

先の銀河を見れば、1 億年前　　　　　　　　　　　　　　　　　の天体の姿を見ているということに

なります。ということは、もっと　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっと遠くの天体たちを見れば、

宇宙が始まった頃の姿が見える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のでしょうか？　そう、「今」の

地球にいながら、宇宙の「過去」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が見える…星空はタイムマシン

なのです。

　それでは皆さんを、宇宙のはるか彼方へ…宇宙の「過去」へとお連れしましょう。

投影スケジュール

期間：2015 年 1 月 31 日（土）～ 4 月 5 日（日）　① 11 時～　／　② 14 時～　（各回 50 分程度）

　　　※ただし、第 2 第 4 土曜日の 11 時の回は別番組（幼児向け番組）の投影となります。

料金：200 円（18 歳未満 65 歳以上無料）

　　　※観覧券は当日 9 時より 1 階受付にて販売
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ミニ文化祭 綿を知ろう　－栽培から小物作りまで－綿を知ろう　－栽培から小物作りまで－

　人々は、昔から衣服を着て生活をしており、衣服は日常生
活には欠かせないものとなっています。天然繊維である綿は、
400 年以上前から現代まで使われていますが、現代では植
物の綿自体を目にすることはほとんどなく、あまり知られてい
ません。そこで、綿はどのような植物でどのような種類がある
のか、またどのようにして綿から製品が作られるのかを、体
験や見学を通して調べました。
　3月28日には科学教室での体験も予定しています。私た
ちが栽培、収穫した綿を使って綿花から糸になるまでの過程
を説明しながら、皆さんに実際に体験していただけます。さらにその作った糸を使って、しおりやオーナメントなど
のものづくりも体験することができます。ぜひお越しください。

糸つむぎ体験　≪参加自由≫

　開催日時：3月28日 （土）　10:00～12:00　13:00～16:00

　実施会場：平塚市博物館1F科学教室

２月22日（日）
　～３月28日（土） 2F 情報コーナー

東海大学教養学部人間環境学科自然環境課程藤吉研究室
　学生代表　三田智子

天文連続講座「 暦を 知る」参加自由
天文連続講座「暦を知る」太陰太陽暦と太陽暦
地球と月の動きをもとに作られた太陰太陽暦と太陽暦のしくみやその歴史を解説します。

第 1 回「暦の上では…季節と暦」
    内容：季節変化を知るために作られた 24 節気の仕組みから季節の意味を解き明かします。
    日時：2 月 1 日（日）午後 3 時 30 分～午後 5 時
第 2 回「干支…旧暦のしくみと考え方」
    内容：あなたはなに年の生まれ？還暦はどういう意味？など干支について考えます。
    日時：2 月 7 日（土）午後 3 時 30 分～午後 5 時
第３回「西暦と旧暦」
     内容：明治五年の改暦について、太陰太陽暦と太陽暦の違い、改暦の理由などを解説します。      
    日時：３月 1 日（日）午後 3 時 30 分～午後 5 時
第４回「太陽・月・地球の動き」
    内容：プラネタリウムで太陽、月の動き、地球の運動と暦のしくみを解説します。
    日時：３月７日（土）午後 3 時 30 分～午後 5 時
    会場：第 1 回から第３回までは博物館 1 階講堂。第４回は３階プラネタリウム

- 3 - 



博物館行事カレンダー　　　2 月 3月

【寄贈品コーナー】白鷺家が語る“くらしの今昔”　
  会期 ： 3月1日 （日） まで

【情報コーナー】ポスト特別展「平塚の石仏」　
　会期 ： 2月15日 （日） まで

【情報コーナー】ミニ文化祭「綿を知ろう―栽培から小物作りまで―」
　会期 ： 2月22日 （日） ～ 3月28日 （土） まで

【申し込み制の行事】
☆アクアマリン　星空コンサート
日時 ： 2月13日 （金）　(1)午後2時～　(2)午後7時～
場所 ： プラネタリウム室　　定員 ： 60人 （先着順）
申込 ： 1月30日 （金） 午前10時より電話申込 　
料金 ： 200円 （18歳未満、 65歳以上は無料）

【プラネタリウム】定員 ： 70人　観覧料 ： 200円 （18歳未満 ・ 65歳以上無料）
☆プラネタリウム一般向け番組「星空はタイムマシン」
　投影日 ： 1月31日 （土） ～ 4月5日 （日） までの土 ・ 日曜日
　時間 ： 午前11時、 午後2時　※第2 ・ 第4土曜11時の回を除く

☆プラネタリウム幼児向け投影「ちきゅうをさがせ」（未就学児向け）
  投影日 ： 2月14日 （土）、 2月28日 （土）    時間 ： 午前11時

☆星空と音楽の夕べ  
  投影日 ： 2月15日 （日）　時間 ： 午後4時

☆ ： プラネタリウム投影日　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

【自由参加の行事】
◎天文連続講座「暦を知る」
第1回 「暦の上では…季節と暦」　2月1日 （日） 午後3時半～ 5時
    内容 ： 24節気の仕組みから季節の意味を解き明かします。
第2回 「干支…旧暦のしくみと考え方」　2月7日 （土） 午後3時半～ 5時
    内容 ： なに年の生まれ？還暦はどういう意味？など干支を考えます。
第3回 「西暦と旧暦」 3月1日 （土） 午後3時半～午後5時
    内容 ： 太陰太陽暦と太陽暦の違い、 改暦の理由などを解説します。

◎星を見る会「月と木星、冬の星を見よう」
    内容 ： 月や木星、 冬の天体を望遠鏡で観察します。
    日時 ： 2月27日 （金） 午後7時～午後8時30分

◎ろばたばなし　
    内容 ： 民家のいろりばたで昔話を語ります。
    日時 ： 2月15日 （日）　(1)午後1時20分　　(2)午後3時　場所 ： 相模の家

◎郷土史入門講座「平塚周辺の自然災害」第2回「富士噴火と地震」
     内容：宝永の富士噴火、 元禄地震、 関東大震災の被害の実態に迫ります。
    日時 ： 2月22日 （日） 午前10時30分～午前12時　場所 ： 講堂
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1 日
◎ 連続講座「暦を知る」第１回 講堂
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天体観察会　流星分科会 科学教室
2 月 休館日
3 火
4 水
5 木 展示解説ボランティア 講堂

6 金 聞き書きの会 特別研究室
古文書講読会 講堂

7 土
相模川の生い立ちを探る会 科学教室

☆◎ 初心者のための太鼓教室 相模の家、講堂
◎ 連続講座「暦を知る」第 2 回 講堂

8 日

◎ 太陽黒点の観察 屋上
☆◎ 博物館文化祭発表会 講堂

平塚の古代を学ぶ会 科学教室
○ ひらつか星空調査隊　B 日程 プラネタリウム室、屋上

9 月 休館日
10 火
11 水

12 木 古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 特別研究室

13 金
○ アクアマリン星空コンサート プラネタリウム室

古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

14 土 東国史跡踏査団 野外・講堂
☆

天体観察会 科学教室、平塚海岸

15 日
◎ ろばたばなし 相模の家

☆◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室
16 月 休館日
17 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室

18 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 特別研究室

19 木 展示解説ボランティア 講堂
20 金 古文書講読会 講堂

21 土 お囃子研究会 講堂 ☆
地球科学入門講座 科学教室

22 日 ◎ 郷土史入門講座「富士噴火と地震」 講堂 ☆ 　
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23 月 休館日
24 火
25 水
26 木 石仏を調べる会 特別研究室

27 金 古文書講読会 講堂
◎ 星を見る会 科学教室・屋上

28 土
星まつりを調べる会 科学教室

☆地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

1 日
◎ 連続講座「暦を知る」第 3 回 講堂
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天体観察会　流星分科会 科学教室
2 月 休館日
3 火
4 水
5 木 展示解説ボランティア 講堂
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6 金 聞き書きの会 特別研究室
古文書講読会 講堂

7 土 ◎ 連続講座「暦を知る」第４回 プラネタリウム室 ☆
8 日 平塚の古代を学ぶ会 科学教室 ☆
9 月 休館日

10 火
11 水 ◎ 星空とともに プラネタリウム室 ☆
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12 木 古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 特別研究室

13 金 お囃子研究会 講堂
古文書講読会 講堂

14 土

東国史跡踏査団 野外・講堂

☆
天体観察会 講堂
星まつりを調べる会 特別研究室

◎ 星空とともに プラネタリウム室

15 日
◎ ろばたばなし 相模の家

☆相模川の生い立ちを探る会 野外・科学教室
◎ 星空とともに プラネタリウム室

16 月 休館日
17 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室

18 水 裏打ちの会 科学教室
☆

民俗探訪会 特別研究室
19 木 展示解説ボランティア 講堂 ☆
20 金 古文書講読会 講堂

21 土 お囃子研究会 講堂
☆◎ 特別展展示解説 特別展示室

22 日
◎ 記念講演会「元禄地震と平塚」 講堂

☆◎ 館長プラネ「いつもの星空・春」プラネタリウム室
23 月 休館日
24 火
25 水 ☆
26 木 石仏を調べる会 特別研究室 ☆

27 金
○ 雑貨団シアトリカル・プラネタリウム プラネタリウム室

☆
古文書講読会 講堂

28 土

地域史研究ゼミ 特別研究室

☆
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

◎ 講演会「歴史に学ぶ防災論：関東大震災は語る」 講堂
◎ 糸つむぎ体験 科学教室

29 日 天体観察会　流星分科会 科学教室 ☆
30 月 休館日
31 火
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